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3)， 4) 大野英二「ドイツ資本主義の歴史的段階 ピスマルグ レシ ムの性格規定 J ~キ
地制度史学』第46号， 197C年， 52-53ペー ジ.
日 わが国における「ユンカー経営 Iの通例陥勺な用語法が意味するところを，ここではさしあたり
次の 2点に要約しておきたい。「ユンヵ 」はいわば系躍的に，以前の封建領主=iグ ツへル」
Gutsherr に連轄する。すなわち「グーツへル=~ソカー]の系譜論u これが第しその剰余価






ような意時での「ュンカー経宮=土地所有」論再検討のための 1. 2の展望を与える ζとにある，
















論にあっては， この r.:z.Yカー経営=土地所有」こそが， ドイツに独自ないわ
ば固定化された「類型」をつくりだし，それを不断に「維持J・「再生産」する
「基抵」にほかならぬ，とみなされているからである九したがって， rュンカ
経営」が広範に存在するプロイセン国の東部諸州9)die ostelbischen Provinzen， 
乙れがわれわれの分析対象の主たる場とされなければならない。




8) 大野英之住谷一章「ドイツ資本主義分析と『資本類型』ーードイツ プノレジョアジー の類型
的把揮によせて一一-J(下)r思想』第岨8号.1同6年， 99， 106-107ベー ジ，北時功「第2次大輯
桂の東ドイツにおける土地改革一一一『プロシア型近代化』白帰結一一-Jr土地制度史学』第35号，
1967年， 17-18，泊ベー タ，大1野英三，前掲論士， 52-53ペー ジ毒照w
9) 口町reusen.Westpreusen， Brandenburg， Pommern， Posen， Schlesien， Sachsenの計7J札
「プロシア型」農業進化の構造序論 (187) 51 
I 農民経営の経済的内部構造








I -t I E"叫晶iJieRJEhaftten I農用地の所有者
り 百曲 俣市押仲 1モ "1 1 A:Jtた議 J1吏 1% 椋貯 λ その数 63平均
い.LV~F;山 '"日あたり 所有地
令部市 7701 4832788 1 5.65 1 6651212 1 41 1 234918 1 21 5tadtische Gemeinde 山一“い"1 ".~" "W<""" 干山由山 山
口走冒車買落~ L 1 25612 1 41333245 148.28 1 46日242401 33 110711011 39 Landliche Gemein品目 Uム山，，"-''''.....τU 叩 """"UU"-'司玄"  "'"""" 1 
t軍門地 Rヰ唱域 15632 1 39444406 146，07 1 31068479 1 24 1 31730 1 12胡Gutsbezirk I ~V'...中山~~~~""ヨ唱つ | |山町
東部 7倒閣山田61044口 100即叫士3377491 64 
出所) A. Meitzen， Der Boゐ1-und die lan品開丙schaftlichenVerhiiltnisse des 






10) A. Meitzen， Der Boden und die /，削dwirtschaftlichenVerhaltnisse des Preussisch問
Staates nach dem Gebietsumfange vor 1866 
11) *繍興雄IiFイツ現代史.1[第9版)1970年， 23ベージョ
52 (188) 第 118巻第3.4号














業|自営業|商業|労働者|その他|合計? ? ? ? ? ? ? ? 「 ???????
6 1 140 





8 I 230 
注〕 全体の合計230人のうち45人が2重計算されてし、る。 したがって実在数
合計は185人。
出所') F. Tangennann， Die Landgemeinde Belsdorf am A叱(angdes 
20. Jahrhunderts， 1905， S. 101 よりfr.威一
12) 尾崎芳治「ν =:.-の '2つの道』理論とイ守リスヰ命。土地変本J，土地制度史学』第22号，
1964年.65ベク。
13) F. Tangermann， Du: Landgemeillde Belsdorf am Anfang des 20. Jahr1.悶 n申 rts，
1905 を資料として使用する












JiJ:に. 20へクタ ル以上の大きな農業経営は，経営総数のわずか 13.55%を







経営数D割合 1 1.69% 目 86% ロ56%1 6.78%1 30叫 35.59%1 1∞% 
経営面積 ha 1 1断 I219.8 I山 山山 8.19 1 即
経蛍面積の割合
平1経均規蛍模あたりの 1即 31.4 1 13.9 2.9 1 1.2 I 0.39 1 9.5 
出所') F. Tangermann， a. a. 0.， Sユ02より作成ム
14) V gl. ebe1U品， SS. 1丘19






111TlfEELa l 52bha|九al 0621a l支持 l合計
日 141 341 141 1 1 -1 -1 63 
役
竺!.l 13141 21-1 一l'-1 19
牝牛 1-1 -1 51 71 21 ← 1 14
苔|一一一合計 12713812118121 ← 1 96
合計数の比率128叫却5叫 21剛 18.3叫加%1 -11∞% 
f
嘉手たりり12715.431"日 21 011 一11.63 
1合計数119 1 371 281 1 1 -1 -1 85 
朝刊そ白比率|沼田%143.a3%1 32叫 1叫 一 1-110% J儲あたりの 119 1 5201 3.51 0ぉ い41
1前議事~ 1 275 1 3671 1 ぺ2.51 .1川山 1 10.05
削雇用労働力数182 1 611 261 3 1 一| 一| 出
力|その比率147.67%1 35町 115.1叫1.74%1 -1 -1 1∞% 
住〕 機械合計数には蒸気晩知機は含まれない.農業桂営は蕗気脱穀燐を所有せず，火夫 Heizer
を伴う機械屋 Maschinistに脱設を請け負わせている VgLF. Tangermann， a. a. 0.， 5S. 45-46. 





うまでもなし それにつづく 20~100ヘクタ ノレの経営陥層においても，後者










3.4 3.8 4 2 O.9G 2.1 
3 1.95 3.1 
僕牌 G閉山 22 4.3 I 1.8 I 0.5 1.2 
雇 k約on言tmー骨ktaτ働'bei者ter 0.15 









7 I 4.75 2 5.1 
注〉 経官者は各経間階層についてひとしく l人と計算した.


















56 (192) 第 118巻第3・4号
半分(47.67%)にのぼる82人ものきわめて多数の各種労働力の大量雇用をはじ
め，役畜・機械等にかんするすべ.(0)指標が乙の点を明示している。この経営




い。かれは，ヴェーフ::r:.-:/ A レー ベ';/Wefensleben警察管慌の「長官JAmts. 
vorsteherであり， r郡参事会J Kreisausschuss のメ Y ノくー兼「州議会J
Frovinzial1andta巨の議員でもある問。「ベノレλ ドルフ村」の「村長JGeme岨 de.、 付表1 大経営の耕地利用度
|禾穀類同問爽豆類上l¥f割竺型f旦jE51翻胤|甜菜
1854/63 43.6% 2.6% 7.3% 0.4% 0.6% 22.3% 23.2% 
lR64j76 43. R 1.8 8.6 0.3 0.7 23.3 ♂1.5 
1877 43.8 8 9.7 0.1 2.2 19.3 16.9 3.0拍
1878 49.2 2.2 9.3 0.2 22.4 13司7 3.0 
1879 48.9 2.6 7.1 0.9 15.7 9.7 15.1 
188O 46~ 9 6.5 0.5 17.7 8.5 19.9 
1881 47.4 3.1 3.9 0.2 13.3 12.8 19.3 
1882 55.6 2.4 8.3 14 19.7 
1883 4マ8 5.2 0.6 9.4 12.9 24.1 
1884/93 57.6 0.1 6.0 0.1 0.2 6.9 7.7 21.4 
1894/19U3 54.2 1.4 6.4 0.4 6.0 8.9 22.7 
出所) F. T四 germann，a. a. 0.， S.103 より作成。
Eilsleb印の設立に参加Lており，かれはたんなる農業能営者ではな〈一種の産業4詰砦家でもあ
る。第4に，酎菜栽滑ならびに甜菜糟士場の設立にコいてはこの人珪古主が先鞭をコけたのであ
って， かれ以外の農業経営者によるそり導入は， 1879年撞になってようやくはじまる。 さきD
「アイルスレ ベン工場」岡様。瑚某糖工場の， rベルスドノレフ」の近隣の地 Alleringersleben
における設立には，タ謹圭営主を除〈合計15人の農業経営者が参加している。 その内訳は 20~





地位には疑問の余地がないo Vgl. eb町tda，S5. 32-34， 52-53; W. Zumpe， Die lu町cz，日付
schaftliche Ent'l叫'cklungdes Rittergutes Munzig 田 it1888， 1915. S. 76 
18) Vg1. F. Tangennann， a. a口， SS. 5-6 
19)， 20) Vgl. ebenda， 5S. 86-87. 

















































? ?? ? ?
21) Vgl. W. Plessow， Die Landwirtscha，lt i.叩 KTeiseOst=Havel!a刀d，1909， SS. 115， 117-
118 























23) 経営資本」は， I固定資本Jstehendes Kapitalと「流動資本Jumlauf田 desKapitalに大
別される。前者はさらに機概用具 totesInventarと役畜そD他の lebend田 Inventarに二分
される. ，疏動貰本」とは穀種・肥料・現金等のととであるo Vgl. eZ，end同 s.136 
24)，25) 渡辺寛『レー ニンの農業理論A1師3年， 84-88へー ジ参照.
26) 直弘官浩司，前掴書， 496-497，502，507.-.! ジ藍照。
27) W. Ples回 w，a. a. 0:， S.146 



























1諸説ik!eJ1 1.04 1 1.97 1 1.42 
2鰐諒住農 18制 !ω159部
事否認主農 117.07 1 58.68 1叫 74
計 11叩%1 100% 1 100% 
3-E遺書暗号|叩.78 1 3陥 53.93 
損害出農場の|叩凪 1 28.36 1 20.47 
2読書人農引山6I 35.03 ~ 25.60 




出所-) J. Conrad，‘Agrar，司atistischeUnter" 
suchungcn'， Jah油企cherf泣rNatwnal 





農場数 l羽 12 1 56田 11問 4
地主居住農場数 l帥 33 1 39.67 1 9間
不在地主農場数 18.07 I 81.93 I 6369 
自己経営農場数 61.39 I 38.61 I 8432 
貸出農場数幻 19 I 78.81 I 3200 
コ一切注入農場数 22.16 π84 瓦ゐ
出所〉 第7表と同じ.
28) J. Conrad. Agrarstat:stische Untersuchungen. in: Jahrbi;cher' fur NationaおんOJlOTltle
und品ta山'stik，N. F. Bd. 16， 1888. 













東プロイセン州， ケ ニヒスベノレク郡 KreI'seKonigsbergにある「ミュゲ
ン騎土農場JRittergut Muggenは， 272へクターノレの農場規模をもっ典型的







ど半分に減り甜， デプタ γ トがそれにとってかわっτいる制。第2に Iユン
3ο) 分析D素材は.A. Rose， Das ostpreusische Rit担増utMuggen von 1860 bis 1902， 
1903ーである。







「プロシア型」農業進化の構造序論 (197) 61 
l昔話4£?ご
使 支配人 Vt!rwalter 1 
用 I 監督 Kam皿 erer 1 :卜J人 監督の補助労働者 Scharwerker 1 
倒一mg占包aξ bz 
イソストロイテ Inst1eute 4 
E 一僻… 8 8 デプタント Deputant 4 
8 
未婚の耕作労働者 Gespannknechte 2 
御者 Kutscher 1 
御者。補助労働者 Scharwerker 1 
土地主をもこ
羊番 Schaf，白 1 1 1 
IV 羊番の補助労働者 Scharwerker 1 
な 家畜番 Viehmeister 1 
L、
働労者
家畜番の補則労働者 Scharwe加 | 
鍛冶工 Gutsschmied 1 1 
鍛冶工の補助労働者 Scharwerk什
vl 労日雇働い者の季節 ポーラ γ ド人 7 
ポーランド人以外| 1 
合 言十 4o I 3司 40
注〕 ただし， r分農場-JVorwerk居住の「借家人JHochmieterは肱くタナ
農場」の正確な大きさは不明だが， それはど〈小さなものである。 Vgl.A
R田 e，Das OStpr刷 βischeRittergut Muggt:n "0<川 18GObis 1902， SS 
9， 59 
出所) Ebenda， SS. 61-63 より作j丸












イyストロイテからデプタ Y トへの推移だけにとどまらず iデブタント関係
¥助労働者J2名の給料分を含むいわばこみの給料を支払われていたりであるが，現時にあって




いないものの， 同時に. Iユソカー」の直接的な雇用労働力としての性格をも 定程度強めてい
る， とみなすことができょう o V gL ebenda. 55. 51， 56. 
33) デブタントは，インストロイテの「脱熟収入JDreschervercli聞はにかわる一定量の「現物給
与JDeputatを夫ているe イシストロイテ， デブタントとj， 0.33¥グタ ルの土地や与えられ









れらの雇用労働力としての性格の濃厚化が推測されよう o V g:l. ebenda. 5S. 55， 57-61 
35) i職業統計JBerufsstatist誌に設けられているにρ 範曙 (~í土地をもたない農業労働者と日
雇い労働者J)の1907年時点で白旭町芳樹者階層を圧した大量自悦子在は.i外国人労働者の導入と
掃入日雇い労醐者雇用の増大D帰結」だったのである。 Vgl.Sta前 tikdcs Deuuchcn Reiιhs. 
Bd. 211， Berufsstatistik. Abte:i1ung X， Die beruRiche und soziale Gliederung des deutschen 、Tolkes，1913， S.86 
36) V gl. A. Rose， a.a. 0.， SS. 63-64 
「プロシア型」農業遭化の構造序論 (199) 63 
を」も「乗り越えて」いく傾向をもっ，と問。
次に「支配人JVerwalterの性格について検討をくわえよう。かれば.日曜











上の人的構成の分析を補強する意味で Iミ z ゲン農場」の「純収益」にか
んする検討をおこなおう。第10表がそれである4D。第1に. I経蛍資本」から
37) Vg1. M. Weber.‘Entwickelungstenclenzen in der Lage der ostelbischen Landarbeiter' 
〔口18田θ4釘J.Ges，旭am仰z勿me伝加eA，ザφsatz甜ezur.s晶ゐ，zi.al-何句ηdWi
38町:) Vg副lA.R。田"己， ι ι 口.，巴三 57. 今





(1) 付表2は. I粗収益JGeld回hertragから「経官費Jba町 Wirtschaftskost聞を控除するこ
付事2 純収益 とにより，それぞれの期間における平均の「純収益JをみちびきだE璽主こしたものであるo 1:地代と利潤の未分離」をその特徴とするいわゆ
る「ュソカー的剰協会価値」は，こり「純担益」のなかに体現してい
1 る，ということができる.1860;1870 I 5294.40 
| さて，第1D表は，戸ー ゼがおこなっている方法に基づ、て，付表
1870;1880 I 9322.71 
2に表示した「純収益」白内訳を算出したものであるーその鼠
18剖/1890I 10264. 18 r経営資本J<v利子準については.rすくなくとも 6刊によるその利
則 1剖2I 曲8M 子化が必要であるJとするロー剖指示にしたがったロそこでたと













附 0/70 2382 2912.40 
H叩/回 2754 I 日68.71
1880/90 四 4 I 69岨 18
1890(1叫|醐 3附 15







ままに結合する，ュγカー的剰余価値」の構成変化のなかに， rユ Y カー経営」
、残りの地代部分2912岨は5294.40(付表2事照〉からこの 2382を控除することによってえられ
た唱 第10衰のその他の数値についても計算方法はすべてとれと同じである。 Vgl. t:benda， SS 
73-74 






18臥lj1870同 1870(1醐弘| 1880/1890 1890/1902 
% 
1 地と建物|吋帥 73lm 即 23 193758 77.77 
2経宮資本 39700I 19. 'l:l I 459削 19.77 55400 22.2泡 64000 盟 88
2目的機械用品 8100 3.93 10450 4.50 125οo 5.02 
2.のb)役畜その他 28800 13.98 31即O 13.70 38500 15.45 
2のc)龍寺肥料・ 2800 1.36 3650 1. 57 4400 1.77 
合 ~t い:16025L_ ~OO 1232170 I 100 I油田|出竺出~
注〉 土地と建物は1.23惜に，経営資本は1.61倍に増大。
出所) A. R田 e，a. a. 0.， SS. 66-70 より作成ち















営者の私有地JEigen，tum des UnteInehm~rs である叫。




と向かう発展途上で白停帯Jein Stillstand 1m Fortschritt zum intensiveren Betrieueを許
されないのである。 ロー ゼンベノレク H.Rosenberg の言葉を借り亡いうならば，評!~Uな農義恐
慌の渦中にあってこ0;[ミュゲン農場」の「ユンカ 」は，その「収入の基礎」を「地代」
Grundrenteや「領主権Jherrschaftliche Rechteにではなく. r以前にもまして」まさに
「企業者利得JU nternehmergewinnにこそおし いわば「純官業的観点 reingeschaftliche-





いうことが eきるo V gl. ebenda， SS. 76， 80; H. Rosenberg， Die Pseudodt:llOkratisierung 
der Ri ttergu包besi包erklasse，in: H.-u. Wehler (hr唱)， Mo品 nwdeutsche Sozialgeschichte， 
3. Auflage， 1970， S.295. 
43) Vgl. W. Zumpe， a_a. 0.， SS. 5. 68-92 
44) V gl. H. Schrader. Uber die Zand山岡schaftlichenVerhaltnisse in der Umgeg;即 d

















2支出 Ausgaben 23425827 240317.1 
3純収益 (1-2) 61836.81 66442.9 
4借地料 Pacht 34241.5 
6利潤相当部分(刊 32201.4 




出所) H. Schrader. Uber die landwirtscl.叫ftlichen
Verha.ltnisse間 derUmgegend von Berlin， SS. 













旦灯「御料地」農場数 | 7η 2 








45) T.' F. v. d. Goltz. Geschichte der deutschen Landwirtschaft. Bd. 2， Das 19. Jahr-
hundert (1903). Neudruck. 1963. S. 401 山岡事ー 訳.Iゴルツ独逸農業史 十九世紀 』
1938年.449ベ シ重量陪t
16) マルクス r資本論』第3巻『マルクス=."'".ソゲルス全集」第25巻，第2骨冊.1130べ-:/0 








if;?42重抵当 増大り傾向 抵当利子率による低当額の内沢農場数|抵当額 3% 3.5% 4 % 1450/ 
1875 3924 128654825 14.3% 20.7% 65.0% 100% 
1885 6628 214934975 +2704 +86280150 92.5 7.5 10日
1895 10725 302253275 +4日97 +87318300 3.2% 96.8 100 
1900 13328 359384150 +2603 + 5713087G 7.0 90.7 2.3 100 
1905 14748 403938425 十1420 十44554275 4.9 85.4 9.7 1日
1910 15940 455926150 +1192 +51987725 4.1 78.9 17.。 100 
1912 16614 481371650 +674 +25445500 3.5 70.4 26.1 100 
注】 第13.14'表における抵当掴・抵当刺子の単位はすべて Markである巴
出所) W. v. A1trock， Der landwirtschaftliche Kredit凶 Preusen，Bd. 1， Die ost-
P町 uβ田 heLandschaft， S. 192より作成
第14表大経蛍が納める抵当利子 1912年
大10経日h営a以全上体の 1回，...，250haの大経営 250ha以上の大経営
経z民ZE繁三華営 不 品喜位詰ri p i警告
脳出4MEL岡山 2悶 6叫 1蜘吋帆Z
注〉 抵当利子率は3.5%として計算した。
出所') W. v. Altr皿 k，a. a 0.， SS. 199， 202-203.より作成a
47) 借地農場 「御料地」農場および「代理人農場」白合計数は7974である〈第8・12毒事昭〉。前
2者の経済的性格に事実上かなり近いと考えられる「代理人農場」数を加えて計算するならば，
I 7974 ¥ 
これら3者の比重は岨副%にまでたかまるl百石百)。 ドイツ=プロイセンの大量場における土
地U所有と経営の分離の相当に広範な展開を棋視することはできない。




躍的な発展をその重要な 1局面とする時期でもあった，という ζ とができる。
第 2に， 抵当利子率3.5%の不動産抵当が， 1910年代にはいってもなお最も大
きな比率を占めているc 第 3に， 100へクタール以上のすべての太経営のうち，
その86.3%にものぼる大半の経営が「不動産抵当制」のもとにある。第4に，
大経営が抵当利子の形態で「地主金融組合」に納めている地代は， 1経営あた














48) W. v. Altrock， Der lωtdtl.'irtschaftliche Kredit in p，官 '.l-sen，Bd. 1. Die ostpreusischc 
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「プロシア型」豊美進化の構造，序論 (205) 印
土地所有と経営の分離のドイツにおける特異な進行形態である「不動産抵当
制」の発展一一われわれが刻扶したこれら一連の事実は. 1~世紀末プロイセ Y
地主経営=土地所有の発展構造を規定するその基礎的な諸要因にあたるものだ
ったのである。
